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議会のうごき
　議長報告
　こんなことが決まりました

一般質問
村のできごと
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６月定例会【６月9日～11日】

清流川辺川と大神橋（萩下）清流川辺川と大神橋（萩下）
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　県南部に甚大な被害をもたらした令和2年7月豪雨から1年が過
ぎました。
　相良村においても確実に復旧は進んでいますが、未だ先の見え
ない不安な生活をされておられる村民の方も多くおられ、議会と
しても、執行部と共に復旧・復興に村民の皆様と同じ目線で今後
も取り組んでまいります。
　また先月 7月1日の議会全員協議会において、国土交通省九州
地方整備局八代河川国道事務所人吉出張所長・中村氏より、要望
を行っていた西村地区、瀬ノ上の堆積土砂4万㎥の撤去計画の説
明もありました。さらに国・県に対し、すぐに出来る治水対策の
要望を続けてまいります。

　主な行事の中で、令和3年度三期成会合同定期総会について報告します。
　7月6日に、一般国道熊本宮崎線道路整備促進期成会、一般国道445号道路整備促進期成会、球磨川上中流改
修期成会の合同で定期総会が行われました。
１．会長挨拶
２．来賓挨拶
３．議事
（1）一般国道熊本宮崎線道路整備促進期成会
　　熊本県南広域本部土木部・球磨地域振興局土木部より説明
（2）一般国道445号道路整備促進期成会
　　県南広域本部土木部・宇城地域振興局土木部・球磨地域振興局土木部より説明
　　令和３年度相良村関係道路改良計画は以下の５箇所です。
　　六藤＝側溝整備　200万　　　　　荒瀬谷橋＝橋梁補修　3,100万　　　　四浦＝舗装補修　700万
　　藤田トンネル＝本体補修　400万　藤田橋＝橋梁補修　2,997万
（3）球磨川上中流改修期成会
　　国土交通省八代河川事務所長より説明

　議事について各事務局の説明により、令和2年度事業報告・決算並びに会計監査報告、令和3年度事業計画案・
収支予算案及び役員改選について審議を行い全て承認されました。

各期成会の目的
▶一般国道熊本宮崎線道路整備促進期成会
　一般国道熊本宮崎線のうち、八代市萩原橋交差点より人吉を経て湯前町（県境）に至る当該路線区間の道
路整備の促進を図り、もって早期完成を期すること。
▶一般国道445号道路整備促進期成会
　一般国道445号（区間人吉から砥用まで）の道路整備促進を図り、もって地域の交通、産業振興及び総合
的発展を期すること。
▶球磨川上中流改修期成会
　直轄河川球磨川上中流改修の早期完工達成を目的とし、併せて、各関係市町村の目的達成のため相互研究
及び協力を図る。

（主な行事）
５月１日　当選議員懇談会
５月11日　令和３年相良村議会第３回臨時会（初議会）
５月13日　5月定例郡議長会
５月14日　令和3年度相良村戦没者追悼式
５月26日　広報発行特別委員会
６月１日　熊本県町村議会議長会令和3年度臨時総会
６月１日　６月定例郡議長会
６月２日　議会運営委員会
６月２日　広報発行特別委員会
６月９～ 11日　令和3年相良村議会第4回定例会
６月22日　 令和2年度県道相良人吉線改良貫通促進期成会の収

支決算に係る監査

６月28日　被爆76周年核廃絶・平和行政に関する要請対応
７月１日　議会全員協議会
７月６日　令和3年度三期成会合同定期総会
７月６日　令和3年度川辺川ダム建設促進期成会定期総会
７月８日　7月定例郡議長会議
７月13日　核兵器禁止・非核平和要請行動（局長代理出席）
７月14日　令和3年度県道相良人吉線改良貫通促進期成会総会
７月20日　 令和3年度町村議会常任委員長・議会運営委員長研

修会
７月27日　広報発行特別委員会

議
長
報
告相良村議会議長

黒木  正照
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６月定例会６月定例会

こんな事が決まりましたこんな事が決まりました

令和３年第４回相良村議会定例会報告令和３年第４回相良村議会定例会報告

　令和３年第４回相良村議会定例会が、６月９日から11日まで、３日間の会期で開
催され、報告２件、承認１件、条例の一部改正１件、令和３年度一般会計及び特別
会計の補正予算３件、その他議案１件が提案されました。慎重審議の結果、下記の
とおり議決しました。
　一般質問には８人が登壇し、村長・執行部の考えを質しました。

○一般会計補正予算・・・原案可決

　議案第36号　令和３年度相良村一般会計補正予算（第５号）
　歳入歳出それぞれに1億8,673万5千円を減額し、総額48億5,931万1千円とする補正で、採決の
結果、全員賛成で可決しました。補正の主なものは次のページのとおりとなりました。

○報告

　報告第１号　令和２年度相良村一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について
　報告第２号　令和２年度相良村簡易水道特別会計繰越明許費繰越計算書の報告について

○承認案・・・原案承認

　承認第９号　令和３年度相良村一般会計補正予算（第４号）
　　　　　　　［道路災害復旧測量設計業務委託（村道牛駄場山手線）の増額補正　450万円］

○条例議案・・・原案可決

　議案第35号　 相良村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例の制定について

　　　　　　　（主な改正点　書面の作成を電磁的記録により行うことができる）

○特別会計補正予算・・・・原案可決

　議案第37号　令和３年度相良村簡易水道特別会計補正予算（第１号）
　議案第38号　令和３年度相良村農業集落排水特別会計補正予算（第１号）

○その他議案・・・原案可決

　議案第39号　相良村有林野部分林の売却について
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歳入

款 補正前の額 補正額 計 説明

国 庫 支 出 金 13億3,415万7千円 3億527万9千円 16億3,943万6千円 公共土木施設災害復旧費負担金等

県 支 出 金 2億5,336万6千円 139万3千円 2億5,475万9千円 森林環境保全整備事業補助金等

繰 入 金 3億5,405万4千円 710万6千円 3億6,116万円 財政調整基金

諸 収 入 2,358万円 85万7千円 2,443万7千円 村有林立木伐採補償等

村 債 4億7,050万円 △1億2,790万円 3億4,260万円 公共土木施設災害復旧事業等

歳 入 合 計 46億7,258万6千円 1億8,673万5千円 48億5,932万1千円

歳出

款 補正前の額 補正額 計 説明

議 会 費 5,864万7千円 2万5千円 5,867万2千円 共済費

総 務 費 6億8,966万5千円 102万6千円 6億9,069万1千円 くま川鉄道経営安定化補助金（災害復旧事業分）等

民 生 費 8億5,872万5千円 1,149万5千円 8億7,022万円 低所得子育て世帯生活支援特別給付金給付事業等

衛 生 費 3億2,107万2千円 46万7千円 3億2,153万9千円 簡易水道特別会計操出金等

農業水産業費 4億313万円 1,123万7千円 4億1,436万7千円 基本財産増資事業等

商 工 費 2,870万7千円 2,357万7千円 5,228万4千円 新型コロナウイルス消費支援商品券交付事業等

土 木 費 5億5,087万3千円 764万5千円 5億5,851万8千円 村道維持補修等

消 防 費 1億6,412万3千円 295万3千円 1億6,707万6千円 避難所用ポータブル蓄電池等

教 育 費 3億133万2千円 10万2千円 3億143万4千円 共済費等

災 害 復 旧 費 9億5,266万5千円 1億2,820万8千円 10億8,087万3千円 橋梁災害復旧工事等

歳 出 合 計 46億7,258万6千円 1億8,673万5千円 48億5,932万1千円

※補正のあったものだけを掲載しているため、歳入歳出が合計の数字とは一致しません。



2021.8.12 第48号5

６月定例会６月定例会

各議員の審議結果
件　　　　　　　名

川　

邊

坂　

田

永　

田

德　

田

中　

村

西　

本

髙　

岡

小　

善

市　

岡
結果

承認第９号 令和３年度相良村一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

議案第35号
相良村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第36号 令和３年度相良村一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第37号 令和３年度相良村簡易水道特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第38号 令和３年度相良村農業集落排水特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第39号 相良村有林野部分林の売却について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

※賛成が○　　反対が●　　欠席は－
※議長は表決に加わらない。第４回定例会

相良村議会　９月定例会のお知らせ
９月定例会は、９月中旬の開催予定です。

インターネット録画映像（翌々日から見られます）
　相良村議会では、インターネット上において、議会ライブ中継と映像の録画配信を実施しています。

　本会議日の（※）翌々日17時より休憩分のみをカットしたものを録画配信いたします。

　併せて、平成23年以降の定例会並びに臨時会の記録もご覧いただけますので、ぜひ、そちらもご利用下さい。

（※本会議日が金曜日の場合は、翌営業日の17時となります。）

相良村ホームページ　https://www.vill.sagara.lg.jp/　からお入り下さい。
相良村公式ウェブサイト　>　くらしと行政　＞　議会中継システム

詳細につきましては、議会事務局までお尋ね下さい。（直通３５－１０３８）

令和３年第４回６月定例会のようす
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ここがここが
聞きたい

一般質問

一般質問一般質問とはとは
議員が村の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、所信の表明議員が村の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、所信の表明
を求めるものである。を求めるものである。
8名の議員が登壇した。8名の議員が登壇した。

●髙岡　重盛 議員 ………………………………………………………………………………… 7ページ
☆災害復旧について

●永田　博人 議員 ………………………………………………………………………………… 8ページ
☆今後の村政運営について
☆令和２年７月の豪雨災害により被災した水路及び揚水機場の工事の進捗状況について
☆高原台地について

●市岡　智惠 議員 ………………………………………………………………………………… 9ページ
☆災害における復旧・復興計画について
☆コミュニティーセンター及び公民館等の設置について
☆さがらっぱ号の活用は
　国道４４５号改良工事及び村道の管理について

●川邊　一徳 議員 …………………………………………………………………………………10ページ
☆新型コロナウイルスワクチン接種について
☆消防団の設備について

●小善　満子 議員 …………………………………………………………………………………11ページ
☆株式会社さがらの経営状況について
☆地域おこし協力隊募集について
☆相良村復興計画の基本理念について

●西本　巳喜男 議員 ………………………………………………………………………………12ページ
☆農地の災害復旧について
☆掛け切りについて

●坂田　朋美 議員 …………………………………………………………………………………13ページ
☆村民の安心安全について

●德田　正臣 議員
令和２年７月豪雨災害について

　新型コロナウイルス感染症について
　茶湯里について

☆の質問を掲載しています。
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一 般 質 問

棚
葉
瀬
揚
水
機
場
の
完
了
、

飛
行
場
水
路
に
お
い
て
も
水
中
ポ
ン
プ
に

よ
る
送
水
が
行
わ
れ
並
木
野
、
井
沢
地
区

で
は
水
稲
作
付
の
準
備
も
行
わ
れ
て
い

る
。
特
に
被
害
が
大
き
い
川
辺
、
永
江
、

深
水
、
柳
瀬
地
区
全
体
を
見
る
と
部
分
改

良
は
見
ら
れ
る
が
、
依
然
と
し
て
手
付
か

ず
の
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が

い
つ
ま
で
続
く
の
か
。

　

棚
葉
瀬
揚
水
機
場
は

6
月
1
日
か
ら
通
水
。
柳
瀬
西
溝
は
ボ
ッ

ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
工
事
は
据
付
を
ほ
ぼ
完

了
し
て
い
る
が
、
下
流
２
５
０
ｍ
の
堆
積

土
砂
の
撤
去
を
し
て
お
り
7
月
中
に
完
了

予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
飛
行
場
用
水
路
も

応
急
で
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
で
送
水
し
て
い
る

が
、
土
砂
堆
積
撤
去
工
事
が
難
航
し
て
い

る
こ
と
か
ら
８
月
中
の
完
了
を
目
指
し
て

い
る
。
農
地
に
つ
い
て
は
、
柳
瀬
地
区
は

発
注
済
み
、
川
辺
地
区
は
松
馬
場
、
萩
原
、

上
園
、
雨
宮
が
用
水
路
、
排
水
路
工
事
が

発
注
済
み
で
あ
る
。
殆
ど
の
箇
所
が
来
年

3
月
完
了
予
定
で
あ
る
が
、
下
鶴
、
下
黒

石
は
被
害
が
大
き
い
の
で
令
和
5
年
3
月

の
完
了
を
目
指
し
て
い
る
。

農
家
は
一
日
も
早
い
復
旧
を

望
ま
れ
て
い
る
が
、
現
在
ま
で
入
札
を
行

い
工
事
が
ど
れ
だ
け
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

40
箇
所
、
18
工
区
の

内
10
箇
所
発
注
済
み
で
25
％
の
進
捗
で
あ

る
。

農
家
は
農
地
の
復
旧
が
進
ま

な
い
と
今
後
の
作
付
や
営
農
に
影
響
が
出

て
く
る
。
一
日
で
も
早
く
復
旧
す
る
た
め

に
村
長
の
力
を
お
借
り
し
た
い
。

農
地
災
害
復
旧
事
業
は
１
１
０

㌶
で
ほ
と
ん
ど
が
来
年
ま
で
。
下
鶴
、
下

黒
石
に
つ
い
て
は
2
年
く
ら
い
掛
か
る
と

考
え
て
い
る
。
農
地
、
道
路
等
は
県
、
国

事
業
も
あ
る
。
業
者
も
多
方
面
で
工
事
を

し
て
い
る
関
係
で
農
地
を
落
札
で
き
る
の

か
心
配
も
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
落
札
後
に
色
ん
な
こ
と
が
出
て

く
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
業
者
と
し
て
は
、

他
の
事
業
が
無
い
時
に
は
仕
方
が
な
い
が

出
来
る
事
な
ら
農
地
災
害
復
旧
に
は
手
を

出
し
た
く
な
い
と
言
う
の
が
本
音
の
よ
う

だ
が
、
業
者
が
復
旧
を
し
て
も
ら
わ
な
い

と
前
に
進
ま
な
い
。
個
人
で
復
旧
さ
れ
る

場
合
と
は
規
模
が
違
う
の
で
、
も
う
一
回

色
々
と
検
討
を
し
て
来
年
の
作
付
け
に
間

に
合
う
よ
う
に
し
た
い
。

令
和
2
年
度
災
害
発
生
の
村

道
牛
駄
馬
山
手
線
、
山
手
夜
狩
尾
線
、
野

原
椎
葉
線
、
中
尾
線
、
新
深
水
線
の
5
路

線
と
新
深
水
橋
の
ほ
か
、
新
村
橋
等
の
繰

越
事
業
も
多
い
中
に
計
画
ど
お
り
完
了
は

出
来
る
の
か
。お

お
む
ね
計
画
ど
お
り
進

捗
し
て
い
る
。
村
道
が
10
路
線
の
22
箇
所
、

橋
梁
が
2
橋
、
着
工
済
み
が
村
道
10
箇
所

で
あ
る
。
内
訳
は
、
山
手
夜
狩
尾
線
、
小

柏
線
、
牛
駄
馬
山
手
線
、
野
原
椎
葉
線
、

永
江
瀬
馳
線
、
大
曲
線
、
初
神
野
原
線
、

残
り
の
13
箇
所
は
、
今
年
度
着
工
予
定
で

あ
る
。
新
村
橋
は
令
和
5
年
度
完
了
予
定

で
あ
る
。

　

ま
た
、
林
道
相
良
五
木
線
に
つ
い
て
は
、

壊
滅
的
な
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
現
地
の

調
査
及
び
査
定
も
ド
ロ
ー
ン
等
を
使
用
し

て
簡
易
的
査
定
を
受
け
て
い
る
段
階
で
あ

る
。
林
道
相
良
五
木
線
も
時
間
が
掛
か
る

と
思
う
が
、
令
和
5
年
度
完
了
を
目
指
し

て
進
め
て
行
き
た
い
。

髙岡　重盛 議員

髙
岡
議
員

髙
岡
議
員

髙
岡
議
員

髙
岡
議
員

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

建
設
課
長

村　

長

農
地
災
害
復
旧
の
完
了
予
定
は

令
和
3
年
度
の
予
定
で
あ
る

一
部
が
次
年
度
で

村
道
、
林
道
災
害
復
旧
の
完
了

予
定
は

令
和
3
年
度
か
ら
令
和
5
年
度
で

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

村道牛駄馬山手線被災状況
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最
初
に
お
尋
ね
し
た
い
の

は
、
少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
私
も
限

界
集
落
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ

う
な
危
惧
を
も
っ
て
い
る
。

　

総
務
課
長
に
、
村
営
住
宅
の
入
居
状
況
、

教
育
課
長
に
今
年
度
児
童
の
入
学
数
を
そ

れ
ぞ
れ
尋
ね
る
。

村
営
住
宅
73
戸
で
入
居
数
68

戸
で
あ
る
。

令
和
3
年
度
入
学
者
、
南
小

23
名
、
北
小
1
名
、
令
和
4
年
度
の
見
込
み

が
、南
小
24
名
、北
小
2
名
と
な
っ
て
い
る
。

村
も
自
主
財
源
は
1
割
程
度

で
地
方
交
付
税
頼
り
の
運
営
を
強
い
ら
れ

て
お
り
、
高
齢
者
が
中
心
と
な
っ
た
集
落

で
は
、
子
育
て
世
代
や
中
年
以
下
の
転
入

が
存
在
し
な
い
状
況
に
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
村
営
住
宅
を
増
や
し
て
人
口

を
増
や
す
手
立
て
は
な
い
か
。

相
良
村
の
高
齢
化
率
は
42
・

３
％
、
山
江
村
は
34
・
96
％
。
10
年
前
は
、

山
江
と
の
人
口
差
は
１
２
０
０
人
、
現
在

は
９
０
０
人
の
差
と
な
り
、
山
江
村
は
村

営
住
宅
も
分
譲
地
も
造
ら
れ
、
今
に
至
っ

て
い
る
。
相
良
村
は
10
年
間
そ
う
い
う
政

策
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
度
に
は
で
き
な

い
が
増
や
し
て
い
き
た
い
。

人
吉
市
と
い
う
立
地
条
件
を

加
味
し
て
、
利
用
し
や
す
い
村
営
住
宅
を

造
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

　

村
長
も
、
村
職
員
の
頃
、
合
併
の
協
議

会
に
行
か
れ
て
い
た
。
だ
ん
だ
ん
過
疎
化

し
て
い
く
村
を
維
持
す
る
の
は
無
理
と
思

う
。
そ
の
こ
と
か
ら
積
極
的
に
進
め
て
頂

き
た
い
。

議
員
質
問
の
と
お
り
、
私
も
職

員
の
と
き
、
出
向
し
て
い
た
。
も
う
少
し

で
合
併
と
い
う
段
階
で
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な

り
解
散
し
た
が
、
合
併
の
要
因
は
、
首
長

同
士
、
議
員
の
信
頼
関
係
が
一
番
。
貴
重

な
意
見
な
の
で
そ
の
よ
う
な
話
が
あ
る
と

い
う
事
を
伝
え
て
い
く
。

今
回
の
災
害
復
旧
で
は
、
村

が
率
先
し
て
い
た
だ
き
、
水
は
足
り
て
い

る
と
い
う
事
で
す
が
、
維
持
管
理
費
に
つ

い
て
棚
葉
瀬
揚
水
機
場
掛
り
は
、
10
㌃
あ

た
り
１
万
７
０
０
０
円
が
か
か
る
。
補
助

は
考
え
て
な
い
か
。

吉
松
は
補
助
し
な
い
と
言
う
話

が
あ
っ
た
が
、
１
８
０
万
の
補
助
を
し
て

い
る
。

飛
行
場
水
路
は
１
０
０
年
も

経
っ
て
い
る
。
災
害
が
10
年
に
一
回
程
度

起
き
て
い
る
。
今
後
農
家
が
管
理
し
や
す

い
よ
う
に
水
路
の
改
修
な
ど
、
国
、
県
に

要
望
し
て
は
い
か
が
か
。

そ
の
よ
う
に
要
望
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

高
原
台
地
、
５
０
０
㌶
の
畑

地
帯
で
、
道
路
排
水
路
の
計
画
は
な
い
か
。

県
営
事
業
で
排
水
路
を
一
の
迫

か
ら
実
、
第
2
の
ふ
る
さ
と
農
道
を
防
風

林
近
く
へ
少
し
ず
つ
計
画
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
畑
地
帯
の
整
備
を
す
れ

ば
村
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。
是
非
宜
し

く
お
願
い
し
た
い
。

今
後
の
村
政
運
営
に
つ
い
て

村
有
の
、
固
定
の
家
賃
で
住
む

こ
と
が
で
き
る
住
宅
を
増
や
し
、

町
村
合
併
も
町
村
会
へ
と
話
を

伝
え
て
い
く

Ｒ
2
年
7
月
の
豪
雨
災
害
に
よ
り

被
災
し
た
水
路
及
び
揚
水
機
場
の

工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

水
は
今
年
度
作
は
、
足
り
て

い
る

高
原
台
地
に
つ
い
て
の
計
画
は

県
営
事
業
で
計
画
が
あ
る

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

永
田
議
員

永
田
議
員

永
田
議
員

永
田
議
員

永
田
議
員

永
田
議
員

永
田
議
員

総
務
課
長

教
育
課
長

村　

長

村　

長

村　

長

村　

長

村　

長

永田　博人 議員
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復
興
住
宅
等
の
計
画
に
つ
い

て
、
ま
た
安
心
安
全
な
住
ま
い
の
確
保
の

た
め
の
代
替
地
整
備
等
の
計
画
に
つ
い
て
。

災
害
復
興
住
宅
は
、
被
災
者
の

希
望
が
な
い
と
建
設
で
き
な
い
の
で
、
支

え
合
い
セ
ン
タ
ー
の
支
援
員
が
当
た
っ
て

お
り
、
自
宅
を
再
建
、
新
築
が
7
世
帯
、

中
古
住
宅
の
購
入
が
5
世
帯
、
自
宅
の
修

理
が
1
世
帯
、
民
間
の
賃
貸
を
借
り
た
い

が
2
世
帯
、
災
害
公
営
住
宅
を
希
望
が
12

世
帯
、
未
定
が
3
世
帯
。
小
学
校
横
の
仮

設
住
宅
は
一
部
改
装
し
て
村
有
住
宅
に
し

た
い
。
県
の
方
に
も
言
っ
て
い
る
の
で
県

も
了
解
し
て
い
る
。
村
有
住
宅
に
す
る
場

合
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
カ
ー
テ
ン
を
襖
あ
る

い
は
ド
ア
に
す
る
か
、
ト
イ
レ
の
所
を
少

し
改
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
運
動
公

園
の
駐
車
場
の
仮
設
住
宅
は
、
何
処
か
に

移
転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
移
転
す
る

場
合
、
移
転
費
が
高
い
と
困
る
の
で
精
査

す
る
。
８
世
帯
あ
る
の
で
２
世
帯
分
を
合

体
し
、
８
世
帯
を
４
世
帯
に
す
れ
ば
世
帯

の
多
い
人
は
住
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

検
討
し
て
い
る
。
分
譲
に
つ
い
て
は
現
在
、

候
補
地
に
村
有
地
と
し
て
出
来
れ
ば
そ
こ

に
移
転
を
考
え
て
い
る
。

今
後
、
村
と
し
て
の
復
旧
・

復
興
へ
向
け
て
の
準
備
と
あ
る
が
、
具
体

的
な
事
業
等
は
。

住
民
の
方
の
考
え
又
は
要
望

が
日
々
変
わ
っ
て
い
る
。
例
え
ば
避
難
所

が
必
要
に
な
っ
た
り
避
難
す
る
道
を
広
く

し
た
り
、
い
ろ
ん
な
住
民
の
方
か
ら
の
要

望
が
あ
る
。
要
望
を
聞
き
な
が
ら
、
具
体

的
に
今
年
の
計
画
に
盛
り
込
む
予
定
。
６

月
20
日
に
4
地
区
の
住
民
懇
談
会
も
予
定

し
て
い
る
。

本
村
の
所
有
す
る
物
、
地
区

が
所
有
す
る
公
民
館
の
件
数
、
ま
た
公
民

館
や
集
会
施
設
等
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い

地
域
が
あ
る
の
か
。

社
会
教
育
法
に
基
づ
い
た
公

民
館
は
総
合
体
育
館
1
施
設
、
村
が
管
理

す
る
施
設
は
11
施
設
、
行
政
区
・
地
区
で

管
理
さ
れ
て
い
る
自
治
公
民
館
及
び
集
会

施
設
は
29
施
設
、
村
の
施
設
を
含
め
18
行

政
区
で
施
設
が
な
い
所
は
な
い
。
各
行
政

区
1
施
設
か
ら
4
施
設
あ
る
所
も
あ
る
。

今
後
、
本
村
と
し
て
公
民
館

活
用
を
ど
の
よ
う
な
計
画
を
さ
れ
て
い
る

の
か
。

村
の
方
で
避
難
指
示
、
又
は

高
齢
者
避
難
等
を
行
う
が
、
避
難
所
を
総

合
体
育
館
、
林
業
セ
ン
タ
ー
に
設
け
て
い

る
が
安
全
な
場
所
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い

と
い
う
呼
び
か
け
も
や
っ
て
い
る
。
地
域

の
公
民
館
で
あ
れ
ば
、
避
難
所
と
し
て
活

用
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
は
可
能
と

思
っ
て
い
る
。高

齢
者
・
障
害
の
あ
る
方
を

対
象
に
し
て
、予
約
型
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

の
運
行
を
始
め
ら
れ
て
い
る
が
、
現
在
の

登
録
者
数
、
ま
た
利
用
者
数
は
。

令
和
元
年
10
月
か
ら
運
行
開

始
し
て
い
る
。
令
和
3
年
5
月
31
日
現
在

の
登
録
者
数
76
名
、
令
和
2
年
度
の
利
用

実
績
は
延
べ
３
８
６
人
、
実
際
に
利
用
さ

れ
て
い
る
方
76
名
の
う
ち
28
名
の
方
が
利

用
さ
れ
て
い
る
。
今
年
に
入
り
新
規
に
利

用
さ
れ
て
い
る
方
も
い
る
。

高
齢
者
の
免
許
証
返
還
さ
れ

た
方
の
外
出
手
段
と
し
て
、
本
村
と
し
て

の
交
通
機
関
の
考
え
は
な
い
か
。

免
許
証
返
納
さ
れ
た
方
に

対
し
て
の
優
遇
措
置
は
現
在
の
と
こ
ろ
な

い
。
区
域
内
の
移
動
に
つ
い
て
は
、
片
道

１
０
０
円
、
区
域
外
、
隣
の
エ
リ
ア
に
移

動
す
る
場
合
片
道
３
０
０
円
か
ら
６
０
０

円
と
い
う
金
額
の
設
定
を
し
て
い
る
。
路

線
バ
ス
に
つ
い
て
は
免
許
返
納
の
証
明
書

が
警
察
署
で
出
さ
れ
る
と
思
う
。
バ
ス
会

社
の
ほ
う
に
申
請
す
る
と
半
額
で
乗
れ
る

制
度
も
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

市
岡
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

市
岡
議
員

村　

長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

教
育
課
長

市岡　智惠 議員

災
害
の
復
旧
・
復
興
計
画
に
つ
い
て

計
画
に
盛
り
込
む
予
定

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
及
び
公

民
館
等
の
設
置
に
つ
い
て

地
区
か
ら
の
希
望
が
出
て
く
れ

ば
考
え
て
い
き
た
い

さ
が
ら
っ
ぱ
号
の
活
用
は

路
線
バ
ス
に
つ
い
て
は
半
額
で

乗
れ
る
制
度
も
あ
る

国
道
４
４
５
号
改
良
工
事
及
び
村

道
の
管
理
に
つ
い
て

継
続
し
て
引
き
続
き
要
望
し
て

い
く

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ
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村
内
に
お
い
て
、
65
歳
以

上
の
方
の
接
種
が
5
月
11
日
か
ら
始
め

ら
れ
た
と
思
う
が
、
完
了
見
込
み
及
び

現
在
の
進
捗
状
況
は
。
ま
た
65
歳
未
満

の
方
の
接
種
は
い
つ
頃
か
ら
の
予
定
か
。

接
種
の
希
望
調
査
方
法
は
65
歳
以
上
の

方
と
同
じ
方
法
で
実
施
さ
れ
る
の
か
。

65
歳
以
上
の
接
種

は
7
月
末
に
は
完
了
す
る
予
定
で
あ

る
。
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
6
月
9

日
現
在
1
回
目
の
接
種
を
さ
れ
た
方
が

１
２
０
０
名
。
こ
の
中
に
は
、
医
療
従

事
者
や
介
護
保
険
施
設
等
の
方
も
含
み

全
村
民
の
28
・
５
％
が
接
種
済
み
で
あ

る
。
ま
た
2
回
目
の
接
種
が
終
わ
ら
れ

て
い
る
方
は
２
９
５
名
（
医
療
従
事
者

等
含
む
）
と
な
っ
て
い
る
。
64
歳
以
下

の
方
の
接
種
に
つ
い
て
は
、
人
吉
市
や

下
球
磨
の
町
村
等
や
人
吉
医
師
会
と
協

議
を
し
基
本
的
に
は
65
歳
以
上
の
方
と

同
じ
方
法
で
個
別
接
種
と
な
る
。
ま
た

意
向
調
査
等
に
つ
い
て
は
、
6
月
中
旬

以
降
で
、
ま
ず
は
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で

の
方
を
対
象
に
調
査
を
し
、
接
種
券
と

予
診
票
を
送
付
す
る
予
定
で
あ
る
。
そ

の
後
は
、
10
歳
刻
み
で
意
向
調
査
を
実

施
予
定
で
あ
る
。
ワ
ク
チ
ン
が
7
月
中

旬
に
1
箱
来
る
予
定
な
の
で
、
接
種
自

体
は
7
月
中
旬
以
降
に
は
出
来
る
か
と

考
え
て
い
る
。今

後
速
や
か
に
実
施
さ
れ

る
よ
う
期
待
い
た
し
ま
す
。

予
算
計
上
し
て
あ
る
積
載

車
の
規
格
及
び
配
備
は
ど
の
分
団
か
。

買
い
替
え
の
基
準
や
規
格
は
ど
の
よ
う

に
決
め
ら
れ
て
い
る
か
。

第
3
分
団
1
部
の
車
両
で
、

軽
自
動
車
の
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
タ
イ
プ

の
車
両
で
あ
る
。
ま
た
、
現
在
2
種
類

の
積
載
車
が
村
内
に
導
入
さ
れ
て
い
る

が
、
以
前
は
全
分
団
に
導
入
さ
れ
て
お

ら
ず
、
全
分
団
に
順
次
計
画
的
に
導
入

し
た
。
こ
の
際
に
予
算
と
道
路
条
件
等

か
ら
買
い
替
え
の
際
に
は
軽
自
動
車
タ

イ
プ
で
決
め
よ
う
か
と
考
え
て
い
る
。

た
だ
、
小
型
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
導
入

か
ら
20
年
で
更
新
と
基
準
を
設
け
て
い

る
が
積
載
車
に
つ
い
て
は
走
行
距
離
も

伸
び
な
い
の
で
現
在
基
準
は
定
め
て
い

な
い
。
不
具
合
等
も
あ
る
と
聞
い
て
い

る
の
で
更
新
に
必
要
な
基
準
も
必
要
か

と
考
え
て
い
る
。

規
格
等
に
つ
い
て
は
対
象

分
団
と
協
議
を
し
て
災
害
時
に
最
も
活

用
で
き
る
車
両
選
定
を
。
ま
た
、
老
朽

化
に
よ
り
災
害
時
に
支
障
を
き
た
す
恐

れ
も
あ
る
の
で
計
画
的
な
買
い
替
え
を

実
施
し
て
頂
き
た
い
。

現
在
配
備
し
て
あ
る
Ｉ
Ｐ

無
線
機
は
、
昨
年
の
災
害
時
に
繋
が
ら

な
い
状
況
だ
っ
た
。
そ
こ
で
今
後
の
対

策
と
し
て
特
小
無
線
機
等
の
導
入
計
画

は
な
い
か
。

現
在
消
防
団
に
Ｉ
Ｐ
無
線

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
お
り
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
人
吉
下
球
磨
消
防
組
合
と

構
成
市
町
村
で
同
じ
も
の
を
導
入
し
各

市
町
村
間
で
連
携
し
て
活
用
で
き
る
物

で
あ
る
。
昨
年
の
災
害
時
は
通
話
が
出

来
な
い
よ
う
な
こ
と
も
発
生
し
た
と
承

知
し
て
い
る
。
現
在
そ
れ
に
代
わ
る
通

話
手
段
は
ま
だ
考
え
て
い
な
い
が
、
庁

内
会
議
で
例
え
ば
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
等

を
活
用
で
き
な
い
か
と
い
う
話
が
出
た

と
こ
ろ
だ
が
、
こ
れ
を
村
が
先
導
し
て

し
ま
う
と
色
ん
な
費
用
も
発
生
す
る
の

で
、
そ
う
い
っ
た
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
で

行
っ
て
も
ら
え
る
団
体
等
が
あ
れ
ば
、

情
報
通
信
手
段
の
一
翼
を
担
っ
て
も
ら

え
な
い
か
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

い
つ
起
こ
る
か
分
ら
な
い

の
が
災
害
で
あ
る
。
夜
間
の
災
害
も
想

定
さ
れ
る
の
で
消
防
団
活
動
が
安
全
に
、

的
確
に
行
え
る
よ
う
設
備
の
計
画
的
な

導
入
を
す
る
べ
き
だ
と
思
う
。

消
防
団
設
備
に
つ
い
て
、
積
載
車

の
更
新
基
準
及
び
災
害
時
の
新
た

な
連
絡
手
段
は

積
載
車
に
つ
い
て
は
、
更
新
に

必
要
な
基
準
を
設
定
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る

無
線
機
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

Ｉ
Ｐ
無
線
シ
ス
テ
ム
に
代
わ
る

物
は
考
え
て
い
な
い
が
、
ア
マ

チ
ュ
ア
無
線
の
団
体
等
で
協
力

し
て
貰
え
な
い
か
考
え
て
い
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

6
月
9
日
現
在
65
歳
以
上
で
接

種
済
者
が
1
回
目
１
２
０
０
名
、

2
回
目
２
９
５
名
、
7
月
末
に

は
完
了
予
定

64
歳
以
下
は
6
月
中
旬
か
ら
意

向
調
査
等
を
実
施
し
7
月
中
旬

以
降
か
ら
随
時
接
種
予
定

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ川
邊
議
員

川
邊
議
員

川
邊
議
員

総
務
課
長

総
務
課
長

保
健
福
祉
課
長

川邊　一徳 議員

川
邊
議
員

川
邊
議
員

川
邊
議
員

積載車
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利
用
者
が
不
愉
快
に
な
る
よ

う
な
張
り
紙
が
あ
り
ま
し
た
。「
最
近
お
客

様
同
士
の
口
論
、
従
業
員
へ
の
暴
言
及
び

誹
謗
中
傷
が
見
受
け
ら
れ
る
場
合
が
ご
ざ

い
ま
す
。
ま
た
他
の
お
客
様
の
ご
迷
惑
と

な
り
ま
す
の
で
、
お
見
か
け
に
な
ら
れ
た

場
合
は
、
お
近
く
の
従
業
員
へ
お
知
ら
せ

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
相

良
温
泉
茶
湯
里
」
こ
の
件
に
つ
い
て
村
長

が
指
示
さ
れ
た
の
か
。

毎
日
の
茶
湯
里
の
ご
利
用
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
質
問
の
件
に
つ

き
ま
し
て
、
私
は
ク
レ
ー
ム
が
あ
る
と
か
、

あ
る
い
は
そ
う
い
う
話
は
聞
い
て
お
り
ま

す
が
、
張
り
紙
に
つ
い
て
は
分
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
不
行
届
き
で
大
変
申
し
訳
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。

さ
が
ら
温
泉
茶
湯
里
の
経
営

状
態
に
つ
い
て
、
運
営
管
理
方
法
に
変
化

が
あ
り
ま
し
て
温
泉
の
お
客
様
も
、
相
当

減
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
経
営

が
難
し
く
な
る
の
で
は
と
心
配
し
て
お
り

ま
す
。
昨
年
と
比
較
し
た
3
月
、
4
月
分

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

コ
ロ
ナ
関
係
で
休
館
等
あ
っ
た
関
係
で
温

泉
の
利
用
客
も
昨
年
と
単
純
比
較
で
き
な

い
が
、
温
泉
を
フ
リ
ー
パ
ス
で
利
用
さ
れ

て
い
る
方
に
つ
い
て
は
変
化
が
少
な
い
と

考
え
ら
れ
る
。

温
泉
フ
リ
ー
パ
ス
会

員
3
月
に
つ
き
ま
し
て
単
月
で
い
き
ま

す
と
、
２
８
２
人
が
１
９
９
人
、
マ
イ
ナ

ス
83
人
、
4
月
分
単
月
で
２
７
４
人
が

１
９
２
人
、
マ
イ
ナ
ス
82
人
と
い
う
ふ
う

に
聞
い
て
お
り
ま
す
。

確
か
に
お
客
さ
ん
が
ず
っ

と
減
り
ま
し
て
、
フ
リ
ー
パ
ス
が
82
人

も
減
っ
た
と
い
う
こ
と
は
茶
湯
里
に

と
っ
て
は
大
打
撃
と
思
い
ま
す
。（
年
間

４
１
８
万
２
０
０
０
円
の
収
入
減
に
な

る
。）
地
域
の
生
産
者
の
野
菜
の
持
ち
込
み

も
少
な
く
な
っ
た
感
じ
が
し
ま
す
。
茶
湯

里
を
利
用
さ
れ
る
お
客
さ
ん
は
、
新
鮮
で

安
い
価
格
に
魅
力
を
感
じ
て
購
入
さ
れ
る

お
客
さ
ん
ば
か
り
で
す
。
野
菜
類
に
つ
い

て
は
、
生
産
者
か
ら
の
仕
入
れ
分
と
業
者

か
ら
の
仕
入
れ
分
は
ど
ん
な
に
な
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。年

間
、
業
者
か
ら
仕
入

れ
る
金
額
は
、
約
４
６
０
０
万
円
。
そ
の

う
ち
村
内
の
業
者
や
生
産
者
か
ら
の
分
が

２
０
０
０
万
円
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募

集
に
つ
い
て
は
、
昨
年
は
予
算
計
上
し
て

あ
り
ま
し
た
が
コ
ロ
ナ
関
係
で
募
集
が
困

難
で
あ
り
募
集
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す

が
、
今
年
度
に
つ
い
て
は
予
算
通
り
募
集

さ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
そ
の
経
緯
に
つ
い

て
お
尋
ね
し
ま
す
。

募
集
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
募

集
を
か
け
て
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
当
初
、
茶
湯

里
の
活
性
化
に
向
け
て
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
方
を
活
用
で
き
な
い
か
と
対
応
し
て

い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
支
配
人
も
交
代
さ
れ

ま
し
て
、
な
か
な
か
茶
湯
里
の
ほ
う
で
は
対

応
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し

た
の
で
、
現
在
、
相
良
村
で
進
め
て
お
り
ま

す
復
興
村
づ
く
り
、
こ
の
中
で
行
い
ま
す
魅

力
創
造
事
業
、
具
体
的
に
は
川
と
か
自
然
を

楽
し
む
体
験
型
、
鮎
ヤ
ナ
と
か
キ
ャ
ン
プ
場

を
、
今
、
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
魅
力
発

信
関
係
で
情
報
発
信
又
は
お
土
産
品
の
販

売
、
情
報
発
信
、
こ
う
い
っ
た
関
係
の
取
り

組
み
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
ほ
う
が
活

動
ま
た
募
集
が
出
来
な
い
か
と
い
う
と
こ

ろ
で
、
課
内
で
検
討
、
協
議
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

生
活
再
建
に
向
け
た
き
め
細

や
か
な
と
う
い
う
よ
う
な
こ
と
は
ど
ん
な

こ
と
を
さ
れ
る
の
か
。

被
災
者
の
方
の
生
活
再
建
に

向
け
た
き
め
細
や
か
な
対
応
と
い
う
と
こ

ろ
で
す
が
、
ど
ん
な
考
え
を
お
も
ち
な
の

か
、
し
っ
か
り
行
政
と
し
て
把
握
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
個
別
相
談
会
で
考
え

を
聴
き
、
具
体
的
に
事
業
に
結
び
つ
け
て

い
く
事
に
な
る
で
し
ょ
う
。
住
ま
い
の
再

建
方
法
に
つ
い
て
は
、
国
、
県
が
作
っ
て

い
る
も
の
で
す
が
、
被
災
住
宅
を
修
理
す

る
再
建
、
住
宅
を
購
入
又
は
建
設
す
る
再

建
、
家
を
借
り
る
た
め
の
再
建
、
ま
た
公

営
住
宅
に
入
る
等
、
そ
れ
ぞ
れ
支
援
方
法

の
内
容
が
違
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
情
報
を
お
伝
え
し
て
的
確
な
判
断
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
な
こ
と
か
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

茶
湯
里
温
泉
を
利
用
す
る
一
人
と

し
て
こ
の
様
な
張
り
紙
は
村
長
の

指
示
に
よ
る
も
の
か

支
配
人
と
従
業
員
で
協
議
し
た

も
の
で
あ
っ
て
、
村
長
の
指
示

に
よ
る
も
の
で
な
い

相
良
温
泉
茶
湯
里
の
利
用
者
フ

リ
ー
パ
ス
の
3
月
4
月
昨
年
と
比

較
し
た
場
合

3
月
が
マ
イ
ナ
ス
83
人
、
4
月
が

マ
イ
ナ
ス
82
人
と
聞
い
て
い
る

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
の
経

緯
に
つ
い
て

募
集
に
つ
い
て
は
、
募
集
を
か
け

て
い
な
い

復
興
計
画
基
本
理
念
の
中
の
生
活

再
建
に
向
け
た
き
め
細
や
か
な
支

援
と
は
ど
ん
な
こ
と
か

村
、国
、県
の
支
援
情
報
を
伝
え
、

的
確
な
判
断
が
出
来
る
よ
う
被

災
者
と
話
し
合
う

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

小
善
議
員

小
善
議
員

小
善
議
員

小
善
議
員

小
善
議
員

村　

長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

小善　満子 議員
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用
排
水
路
の
災
害
復
旧
に
つ

い
て
は
、
業
者
が
落
札
し
た
と
聞
く
。
担

当
課
に
お
か
れ
て
は
当
面
の
間
、
多
面
的

機
能
支
出
交
付
金
事
業
を
利
用
し
て
地
元

農
家
で
対
処
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
弁

で
あ
っ
た
が
、
業
者
の
現
地
着
手
は
い
つ

頃
か
ら
か
。

用
排
水
路
の
業
者
の
着

手
時
期
に
つ
い
て
は
、
柳
瀬
の
1
箇
所
は

終
わ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
他
の
箇
所
は
、

今
か
ら
随
時
入
っ
て
い
く
。
川
辺
は
、
今

か
ら
除
草
し
な
が
ら
随
時
着
工
、
着
手
し

て
い
く
。
柳
瀬
の
農
地
に
つ
い
て
は
、
8

月
く
ら
い
を
目
途
に
発
注
で
き
な
い
か
と

い
う
と
こ
ろ
で
進
め
て
い
る
。

農
地
の
復
旧
に
つ
い
て
、
今

後
は
ど
の
よ
う
な
計
画
に
な
っ
て
い
る
の

か
。
復
旧
が
、
4
年
の
3
月
で
完
了
を
予

定
し
て
い
る
。
遅
く
と
も
、
残
り
を
5
年

の
3
月
末
ま
で
に
は
完
了
す
る
と
い
う
こ

と
で
答
弁
さ
れ
た
。
は
た
し
て
可
能
で
あ

る
か
。
一
番
下
流
の
農
地
の
六
反
田
、
二

反
田
、
あ
そ
こ
は
も
う
凄
い
引
っ
込
み
か

た
で
、
土
砂
が
流
出
し
基
盤
ま
で
や
ら
れ

て
い
る
。
そ
こ
も
含
め
た
と
こ
ろ
で
、
5

年
の
3
月
ま
で
完
了
す
る
よ
う
な
計
画
か

確
認
し
た
い
。

六
反
田
の
辺
り
に
つ
い

て
は
、
酷
い
所
に
入
る
と
思
う
。
2
年
後
復

旧
を
目
指
し
て
は
い
る
。
た
だ
、
や
は
り
ず

れ
込
む
可
能
性
も
十
分
あ
る
と
い
う
こ
と

は
頭
に
入
れ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

住
民
に
聞
く
な
り
、
所
有
者

に
聞
い
て
も
ら
う
な
り
、
間
に
入
っ
て
折

衝
し
て
い
た
だ
い
て
、
予
算
は
当
然
当
分

は
で
き
な
い
と
思
う
の
で
、
何
ら
か
の
形

の
働
き
か
け
や
、
何
か
村
の
方
で
う
ま
い

具
合
に
折
衝
が
出
来
な
い
も
の
か
。

実
行
さ
れ
る
の
は
や
は
り
地

権
者
と
住
民
の
関
係
で
あ
る
か
ら
、
村
の

タ
ッ
チ
は
な
か
な
か
難
し
い
。
い
ろ
ん
な

関
係
で
そ
れ
が
障
害
に
な
っ
て
、
い
ろ
ん

な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ま
た
違
う
行
政
相
談

等
の
方
法
を
。
や
は
り
地
権
者
と
お
住
い

の
方
と
の
協
議
が
一
番
大
事
。
村
が
中
に

入
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
。
村
道
に

影
響
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
枯
れ
落
ち
て
く

る
場
合
は
、
村
の
方
で
対
処
す
る
が
、
民

民
の
間
で
民
間
の
所
か
ら
あ
ん
ま
り
支
障

が
な
い
分
に
つ
い
て
は
、
そ
う
い
う
規
定

が
な
い
。
あ
と
は
集
落
で
さ
れ
る
場
合
は
、

が
ん
ば
る
地
域
応
援
補
助
金
と
い
う
こ
と

で
地
区
に
や
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
利
用
す

る
方
法
も
あ
る
。
た
だ
村
直
営
で
は
出
来

な
い
の
で
、
そ
こ
は
了
承
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

農
地
の
災
害
復
旧
に
つ
い
て
は
今

後
ど
の
よ
う
な
計
画
に
な
っ
て
い

る
の
か

2
年
度
復
旧
を
目
指
し
て
い
る

掛
け
切
り
に
つ
い
て
。
住
民
よ
り

「
住
宅
の
上
の
方
の
木
々
が
覆
い
か

ぶ
さ
っ
て
い
る
。
毎
日
が
不
安
で

あ
る
。」
と
の
こ
と

村
と
し
て
何
ら
か
の
対
応
、
方
策

は
な
い
か

地
権
者
と
お
住
い
の
方
と
の
協

議
が
一
番
大
事
で
は
な
い
か
と

考
え
る

村
が
中
に
入
る
こ
と
は
な
か
な

か
難
し
い

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

西本巳喜男 議員

西
本
議
員

西
本
議
員

西
本
議
員

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

村　

長
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村
民
の
安
全
対
策
と
し
て
、

国
道
４
４
５
号
、
広
瀬
地
区
の
道
路
の
嵩

上
げ
に
つ
い
て
。
昨
年
の
豪
雨
時
、
広
瀬

地
区
の
一
部
が
大
雨
の
た
め
に
川
辺
川
の

水
位
が
上
が
り
国
道
が
冠
水
し
て
、
複
数

の
近
く
の
民
家
が
床
上
浸
水
に
な
っ
た
。

ま
た
国
道
も
一
時
的
で
は
あ
る
が
通
行
止

め
に
な
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
現
場
と
し
ま

し
て
は
過
去
に
も
、
度
々
冠
水
す
る
場
所

な
の
で
、
国
道
の
嵩
上
げ
を
要
望
し
た
い
。

現
在
の
状
況
は
。

国
道
４
４
５
号
、
広
瀬
地
区

前
の
国
道
の
冠
水
区
間
に
つ
い
て
は
、
常

襲
的
に
梅
雨
時
期
等
で
冠
水
す
る
区
間
と

な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
つ
い
て
は
再
三
、

県
の
ほ
う
に
要
望
は
し
て
い
る
が
、
特
に

昨
年
の
7
月
豪
雨
災
害
後
、例
年
、避
難
路
・

う
回
路
と
な
っ
て
い
る
村
道
永
江
瀬
馳
線

に
つ
い
て
も
被
災
し
て
い
る
の
で
、
当
該

区
間
が
冠
水
す
る
と
完
全
な
通
行
不
能
と

な
る
。
し
か
も
孤
立
集
落
が
出
て
く
る
可

能
性
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、今
年
に
入
っ

て
か
ら
も
県
に
も
立
ち
会
っ
て
も
ら
い
、

現
地
の
確
認
の
ほ
う
も
お
願
い
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
も
継
続
し
て
要
望

は
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

冠
水
す
る
と
、
平
川
、
上

下
坂
の
住
民
が
避
難
先
で
あ
る
林
業
セ
ン

タ
ー
の
方
へ
移
動
で
き
な
く
な
る
し
、
永

江
瀬
馳
線
が
一
部
通
行
止
め
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
相
良
村
民
を
始
め
五
木
村
民

も
陸
の
孤
島
と
な
る
場
合
が
あ
り
、
不
便

坂田　朋美 議員

坂
田
議
員

坂
田
議
員

建
設
課
長

国
道
４
４
５
号
の
広
瀬
地
区
の
道

路
嵩
上
げ
に
つ
い
て

県
に
再
三
要
望
し
て
お
り
、
今

後
も
継
続
し
て
要
望
す
る

ＱＡ

被災状況

冠水状況

令和２年７月豪雨災害時の国道445号（広瀬地区）

を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
今
年
も
梅

雨
入
り
が
早
め
に
な
り
、
直
後
に
大
雨
が

降
っ
て
川
辺
川
の
水
嵩
が
上
が
り
大
変
不

安
な
時
が
あ
っ
た
。
今
後
も
梅
雨
明
け
ま

で
に
は
大
雨
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
、
昨
年
の
豪
雨
災
害
を
踏
ま
え
て
、
我
々

議
員
も
一
緒
に
な
り
、
よ
り
強
く
要
望
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
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【
広
報
発
行
特
別
委
員
会
】

　

委
員
長　
　

市
岡　

智
惠

　

副
委
員
長　
　

坂
田　

朋
美

　

委　
　

員　
　

髙
岡　

重
盛

　
　
　
　
　
　
　

中
村　

重
道

　
　
　
　
　
　
　

小
善　

満
子

　

発
行
責
任
者　

黒
木　

正
照

　

昨
年
7
月
の
豪
雨
災
害
か
ら
早

く
も
1
年
2
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

災
害
復
旧
工
事
も
着
々
と
進
行
し

て
お
り
ま
す
。
国
・
県
に
要
望
を

し
て
河
川
の
砂
利
の
撤
去
も
進
ん

で
お
り
ま
す
。
今
年
も
梅
雨
入
り

初
め
に
大
雨
の
状
況
も
心
配
し
ま

し
た
が
、
早
速
効
果
が
現
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
会
と
し
て
も
、
今
後
被
災
さ
れ

た
方
々
の
一
日
も
早
い
生
活
再
建

に
向
け
て
執
行
部
と
共
に
状
況
を

見
極
め
な
が
ら
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

　

今
年
も
梅
雨
末
期
の
大
雨
に
よ

り
全
国
的
に
被
害
が
出
て
お
り
ま

す
。
気
象
情
報
の
収
集
や
防
災
無

線
か
ら
の
呼
び
掛
け
を
参
考
に
し

て
、
近
所
の
方
も
お
誘
い
し
て
早

め
の
避
難
を
心
掛
け
て
頂
き
ま
す

様
に
重
ね
て
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
も
高
齢
者
の
方
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
拡
散
防
止
の

た
め
に
も
早
め
の
予
防
接
種
に
ご

協
力
下
さ
い
。

　

雨
天
後
に
天
気
が
急
回
復
し
て
、

体
が
ま
だ
気
温
差
に
慣
れ
て
な
い

こ
と
や
蒸
し
暑
さ
の
為
体
調
を
崩

し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
体
調

管
理
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
留
意
い

た
だ
き
お
過
ご
し
下
さ
い
。

村のできごと村のできごと

避難訓練懇談会（６月20日）
復興むらづくり避難訓練懇談会

全員協議会（７月１日）
国土交通省八代河川事務所人吉出張所所長の説明

水質15年連続日本一
川辺川の26㎝鮎（晴山広瀬地区）

十島神社　竹あかり（災害復興を願って）新築された川辺厳島神社拝殿

連合審査会（6月9日）
令和３年第４回６月定例会


